
 

 

 

トピックス 

2021 年 9 月 22 日 

「ソースコード静的解析・自動修正ツール」を提供開始 

「Justware」による自動化の範囲を拡張し、アプリケーション開発の効率化と品質を向上 

 株式会社日立製作所(以下、日立)は、このたび、大規模システムや基幹系システムを中心としたアプリケーシ

ョン開発を支援する日立アプリケーションフレームワーク「Justware」(以下、Justware) *1 の一機能として、

「ソースコード静的解析・自動修正ツール」を 2021 年 10 月 1 日から提供開始します。 

「ソースコード静的解析・自動修正ツール」は、OSS の静的解析ツール*2 に日立が長年の開発で培ったノウ

ハウを基にした解析観点やコーディング規約を適用し、ソースコードに対する静的解析の実行から、解析結果で

エラーとなった箇所の修正までを自動的に行うものです。また、本ツールは Java のソースコードに活用でき、

Justware を適用していないシステムにおいても、ツール単体でご利用いただけます。本ツールの適用により、

アプリケーション開発のさらなる効率化と品質向上を実現します。 

 

 
 

図｜ソースコード静的解析・自動修正ツールの概要図 

 

アプリケーション開発は、その規模が大きくなるほど、不良対策の工数が増大します。また、規模に応じて開

発者が増えていくことにより、コーディング品質のばらつきは大きくなります。不良を早期に発見しテスト工程

での手戻りを防ぎ、かつ保守性を上げるために、あらかじめ定めたコーディング規約を開発者に遵守させ、静的

解析ツールで摘出された不良を対策することが数多くのプロジェクトで実施されています。 

これらは品質や保守性を高める実績もある一方で、大規模プロジェクトにおいては詳細なコーディング規約を

全開発者に習得させることや、静的解析ツールで摘出された不良を修正することなどに多大な労力を費やすのも

事実です。本ツールを適用し、静的解析ツールの指摘修正を自動化することで、ソースコードの品質確保および

開発の効率化を支援します。また、本ツールを CI ツールと連携させることにより、リポジトリ*3 の更新時にお

ける自動実行や、深夜や休日にスケジュール登録しての自動実行も可能です。 

Justware は、金融・公共分野のシステムを中心に、ミッションクリティカルかつ大規模なアプリケーション

開発のための開発標準、プログラムの設計書をもとにしたソースコードの自動生成機能などの提供により、大規



 

Page 2/3 

模アプリケーション開発の統制と、品質や信頼性の向上を支援してきました。今回新たに「ソースコード静的解

析・自動修正ツール」を追加することにより、Justware による自動化の範囲を拡張し、アプリケーション開発

のさらなる品質向上・効率向上を実現します。 

 

 日立は、幅広い分野のシステム開発、ならびに関連する製品開発、コンサルティングサービスで実績とノウハ

ウを培ってきました。今後も、Justware の機能強化に取り組み、高効率かつ高品質なアプリケーション開発を

通じてお客さまのビジネスに貢献してまいります。 

 

*1 オープンプラットフォーム環境におけるエンタープライズアプリケーション開発を支援するフレームワーク。Java EE、OSS(Spring+MyBatis)をサポー ト

し、開発を支援する各種ツールやガイドなどで、より早く、より高品質なエンタープライズアプリケーション開発を実現。 

*2 静的解析：コンピュータプログラムのテスト手法の分類の一つで、プログラムを実行せずに行なうもの。コンピュータプログラムに誤りがないかや、規 約

などに照らして不適切な個所がないかなどを解析・検証するソフトウェアを静的解析ツールという。 

*3 リポジトリ：ソフトウェア開発などに用いるプロジェクト管理システムやバージョン管理システムなどで、プロジェクトを構成するプログラムのソース コ

ードやドキュメント、関連する各種のデータやファイルなどを一元的に管理する格納場所のこと。 

 

本ツールの特長 

1. コーディング規約違反に対する高い自動修正率 

 実際に日立が対応した複数のプロジェクトで本ツールの効果検証を行ったところ、静的解析で検出したコーデ

ィング規約違反の平均約 90％*4 を自動修正できました。本ツールの適用により、従来発生していた静的解析ツ

ール実行後の修正工数が大幅に削減され、より本質的なコーディング・レビューに注力できます。さらに、ソー

スコードが均質化されることで、保守性が向上します。 

また、修正結果を開発者自身が見返すことで、各自の弱点ポイントの気づきが得られ、技術力の向上にもつな

がります。 

なお、本ツールは、Justware のユーザーであるみずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社 先端技術研究部に

ご協力いただき、試行・検証を実施しました。 

 

2. 日立のコーディング規約・修正ルールをあらかじめ組み込んでいるためすぐに実行可能 

 静的解析ツールは Java 対応の OSS ではデファクトスタンダードである Checkstyle と Spotbugs を採用し

ています。日立の豊富な開発実績に基づく Justware 開発標準のコーディング規約とその規約に対する修正ルー

ルをツールと合わせて提供しており、すぐに実行することが可能です。 

 

*4 自動修正率の算出について： (修正前の指摘数-修正後の指摘数)÷修正前の指摘数 という計算式にて算出した値。本ツールが提供するコーディング規約・

修正ルールを組み込んだ状態で確認。 

 

 

価格および提供開始時期 

名称 価格 提供開始時期 

ソースコード静的解析・自動修正ツール 個別見積 2021 年 10 月 1 日 
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関連情報 

日立アプリケーションフレームワーク 「Justware」 Web サイト > 

 

商標に関する表示 

・Oracle と Java は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標

です。 

・その他、記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

お問い合わせ先 

株式会社 日立製作所 アプリケーションサービス事業部 事業企画部 

お問い合わせフォーム：https://www.hitachi.co.jp/appsvdiv-inq 

 

以上 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

本記載情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL など)は、発表日現在の情

報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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